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根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　各中学校の学校運営が滞りなく行えるよう、適切な改修工事などを施工し、学校施設を安

全で快適な環境に整備する。

内容

（手段）

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

安全で快適な教育環境を整備します
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教育・子育て

10

～

教育総務課

施設係

41

平成３０年度以降

学校教育

前年度に学校ヒアリングを実施し、緊急性がある箇所から工事を行った。また、工事施工業

者への連絡及び改修工事の工程管理などに関する事務を行った。

○平成25年度においては、桃陵中学校中庭改修工事、応時中学校職員室拡張工事などの

改修工事を行った。また、北里中に防犯カメラ設置工事、篠岡中に校内インターホン設置工

事を行った。

 （直接経費の内訳）

  中学校営繕工事費　68,017,845円

  設計監理委託料等　6,025,950円

○平成26年度においては、小牧中学校他非構造部材耐震改修工事、応時中学校北棟防水
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○平成26年度においては、小牧中学校他非構造部材耐震改修工事、応時中学校北棟防水

改修工事などの改修工事を行う。

  （直接経費の内訳）

  中学校営繕工事費  177,951,000円（うち93,411,000円は、前年度からの繰越明許費）

  設計監理委託料等  30,748,000円（うち3,634,000円は、前年度からの繰越明許費）

国庫補助金　　学校施設環境改善交付金　30,844,000円

市債　校舎等耐震改修事業債　57,200,000円
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事業実施におけ

る課題

老朽化が進む校舎などにおいて学校から多数の改修要望があがるが、多額の費用

がかかるため、すべての要望に対応することができない。
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営繕工事については、計画していた工事を実施することができた。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）
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２７年度以降

の改善案

学校ヒアリング等を基に緊急性のあるものから優先順位をつけ、随時施工していく。
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施施施施
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果果果果

施設の管理者である市が、問題である施設を改修する必要があるので、現状維持と

判断した。

判定理由

学校施設の安全で快適な環境が維持できない。

校舎などの雨漏りを防ぐため、環境整備委託業者や学校で可能な限り、屋根などの

樋の清掃などを行う。また、多数の改修の要望があるが、工事の優先順位を決めな

がら対応していく。
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一次評価のとおり。ただし、施設の長寿命化を考慮した営繕工事とするこ

と。


